

















































ﾈ桃尤称 祭 :ｆ ヨ 仏像など）
菅谷 八Ｉ鱒申社 応神天皇
下谷 白山神社 菊理比洋 申
栢野 菅原ｷビ牡 菅原道真
我谷 八幡神社 応神天皇 木造観世音仏




坂の下 日置ﾄﾞ［牡 天押日命 木造十一面観音像














































































































































































































































































































































































































1月 １日元旦の参拝 １日元朝式 １日 １日元旦の参拝
2月
3月 ５日春祭り（18年度）
4．考察
以上までで記述してきたことから、現代における西谷地区の各集落における神社と住民との関
わりあいについて見えてくることが二つある。
一つ目は、初めにも述べたように仏教盛んな西谷地区であっても、春秋の祭りを今なお手厚く
行うなどして、神社に対しても敬意が払われている点である。そもそも、明治初年の神仏分離の
政策までは、仏教と神道には厳密な区別はなかった。さらに、西谷地区にはそうした政策が強く
影響することは無かった（むしろ、そうした政策から神々を守ったと言えるのかもしれない）と
いうことがいくつかの神社にご神体として観音菩薩や阿弥陀如来が残り祀られていることからわ
かる。仏教(真宗）が優位などという考え方はなく、共に神聖なものとして捉えられてきたとい
えるだろう。だがそうは言っても、現代の人々の眼からすれば、両者の区別は当然あるはずであ
る。
それについて、私は仏教と神社それぞれへの敬意の形態が、「個」つまり個人や家庭と、「共同」
つまり集落とに分かれていると筆者は考える。
『旧村誌」によれば、昭和中頃の各集落の家庭がどの檀那寺（西谷地区では「おてつぎ」と呼
ばれている）に属しているかは、下谷を除き、同じ集落内ではあってもばらばらである（山中町
公民館1980：94-95)。また、「講」など寺の行事についても、菅谷の徳性寺の「講」などの行事
を除いては、集落の人が集まって仏教の行事をするというようなことは無い。とすれば仏教への
敬意とは、あくまで、集落に関わらない１人や１家庭といった単位での敬意といえるのではない
か。
一方、神社はその集落内の住民すべてが関わってくる。祭りに参加するのは住民であり、１割帯
活動にも全家庭が参加しなければならない。これは、新しく集落に引っ越してきた人もその対象
となる。祭りが簡素化してきても、氏子総代は全集落民を氏子ととらえ、その代表として神社に
参拝する。こうした意味で、神社への敬意の形態は、「共同｣、もしくは「共同」を意識したもの
といえるのではないだろうか。
次に二つ目は、神社のもつ'１生格についてである。具体的に言えば、祭りの娯楽性である。これ
まで述べてきたように、「祭りは楽しむもの｣という話はどの集落の方々からも聞かせてもらった。
世代を問わずに楽しんでもらえるよう、努力して案を出す集落もある。楽しむための祭りといっ
た意識は、住民すべてに浸透しているようである。だが一方で、人口の減少、特に若い世代が減
ってきたことにより、祭りが簡素化してきたり祭りの中の－部が廃止になったりしてきているこ
とも、見てきたとおり事実である。
ただ、そうした問題に対しても、祭りを続けていこうという姿勢はどの集落にも見られる。我
6７
谷では、住民の数が少なくなってきても幟を揚げることができるようにとポールを立てたり、菅
谷では人数の減少する青年会だけでは準備が大変ということで各班から準備に携わってもらう。
何らかの工夫を重ねて、楽しい祭りを存続させようとしているのである。
さらに、山中白山神社のＹさんに聞いた話では、ダム建設によって集団離村した集落の元住民
たちが毎年春秋の祭りの時に集まり、参拝の他皆でそばを食べたりバーベキューをして楽しんで
いるという。
これらから、神社の祭りというものには特別な意味があり、そしてその鍵は祭りの娯楽性だと
いえるかもしれない。
これら二つの点を合わせて考えれば､現代の西谷地区の集落の人々にとっての神社の役割とは、
住民どうしが顔を合わせるきっかけであると考える。「共同」で神社に畏敬の念を表し、世代を問
わず皆で祭りを楽しむ。人が少なくなってきたとしても、同じ集落に住む一員として他の住民と
交流を維持することができるのである。そしてそれは、日常的な同世代どうしの関わりにとどま
らない、異なる世代をも含んだコミュニケーションの場となりうるものだといえるだろう。
注
'）１日山中町全体での高齢者の方々のグルーズレクリエーション活動など様々な活動を行う。
2）斜しや縁日の境内や参道において、屋台を出して食品や玩具を売る小売商
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